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　This　paper 　traces 　evolution 　of 　tbe 　households　prodllcing 　Kuroe−nur 正，　the　traditional　iacquerwarc
made 　in　Kainan，　Wakayama 　Prefecture，　from　the　closing 　years 　of　Edo　period　to　the　ear ］y　Showa 　period．

Machiya　or 　tradesmanもhouses　in　Kuroe　as 　elsewhere 　were 　designed　for　both　domestic　and 　profes−

sional 　use ．　The 　craftsmen 　who 　specialized 　in　coating 　wares 　with 　lacquer　or 　thosc 　who 　spccialized 　in

paintingthe　lacquered　ware 　used 　the　upper 且oor　of〔he　main 　house，　while 　those 　who 　speciaHzed 　in　pro−

ducing　the　toxic　lacquering　fluid　used 　Kura　or 　outhouse 　for　work ．　The　prQduction 　of 且acquering 　fiuid
was 　the　first　of　the 　three　crafts 　hit　by　the　waves 　of 　modernization ．　The　production　cont ［nued 　to　be

shifted 　from　Machiya　to　factories　from　around 　l920もto　1930も．　Then ，　from　around 　the　mid 　l950も，　the
market 　came 　to　be　dominated　by　cheap 　ptastic　wares 　lacquered　by　spray 　coating ，　a　technique 　unsuit −

ab ［e　for　domestic　production ，　and 　the　other 　two 　crafts 　too　had　to　leave　Machiya 　one 　after 　another ．　The

traditional　fusion　of 　household　 and 　lacqucring　work 　at 　Machiya 　closed 　its　history［r11970 　when 　the

Kuroe−nuri 　production　began　at　the　industrial　compiex 　for　lacquerware，

　　　　　　　 　　　 （Received　November 　4，2004；Accepted 　in　revised 　form　January　26，2ee5）
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　 1．は じめ に

　町家で は，商工業に 関わ る様 々 な職 と日常の 生活 と

が
一

体となっ た住生活が営まれ て お り，職種に よ っ て

建物 の 形式や 住 ま い 方 に 特性 が 生 じて い る．と りわ け，

生 産 に 携 わ る 生 業は ，職 と生 活 の 場 の 兼ね 合い に 多様

性が あ る．例えば，西陣織の機屋 の ように手機が並ぶ

作業場 を主屋 の 横 や奥に 隣接 して 配する もの や   紀

州湯浅の 醤油醸造業や 伏見 の 酒造業に 関 わ る 町家
t ．3．

の よ うに 広 い 敷地を もち，蔵を中心 に した生産 の ため

の専用 の建物を幾棟 も配す る もの もあ る，職住の 空間

的な構成 は 職種に よ っ て 異 なる と考え ら れ る が ，本稿

で は，製造業の一
分野である漆器業 と町家 の 関係 を，

黒江塗 の 産地 で あ る 和歌 ［［1県海南市黒江 の 町家 を 取 り

上 げ る なか で 考察 した い ．

　黒江塗の 起源 は 明確 で は な い が，江戸時代前期 には

すで に産業として確立され，紀州の特産品として広 く

諸国 に 出 荷さ れ る よ う に な っ て い た こ とが ，俳諧書

「毛吹草』
＊ T

か ら知れる，紀州藩は漆器産業の 保護 ・育

成策の ひ とつ と して 技法 の 模倣 を 禁 じる た め に ，黒江

一
村 に 渋地椀製造地域 を 限定 し た ，江戸時代 後期 の

『紀伊続風土記』
1；

の 物産部 に は ，「名草郡 五 箇荘黒江

村 に て 二 百年以前よ り渋地椀及木具折敷類 を製し 出 し

諸国 へ 鬻く今は 國 と し て 至 ら さ る所な く其製最佳好な

り」 と記 され，江戸時代全般に亘 り黒江 の 漆器業が繁

栄 して い た こ とが窺え る，

　当時の 黒江 の 地は．船尾山と城 ヶ 峰，城 山の 山々 に

三方 を挟まれ，西端は 入江 で あっ た，町場 は東北か ら

　
岨

『毛吹 草』（松江 重 頼編纂 ） の 自序 に 寛 永 15年 （1638）

　　 の 年紀が あ る た め ，すで に 17世 紀 に は 黒江渋地椀が

　　紀州の 特産品 に なっ て い た こ とが わ か る．
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　　　　 図 L 明治中期頃 の黒江村周辺図

「明 治前期関 西 地誌図 集成』掲載仮製地 形 図 に 字名等記 入．

西部 へ と広が り， 町 の 中央 に は 東西 に 堀川 が 流 れ
， 海

上輸送 に直結 して い た．

　図 1 は 明治中期 の 黒江村 の 周辺地域 を示 した もの で，

埋 め 立 て に よ っ て 西部が広が っ て い る様子が窺 わ れ る．

近代以降は株仲間の制度がな くな り藩の 後ろ盾を失う

が，漆器産業 は町 の 主要産業 と して 継承 され て い っ た，

　府県別 の 漆 器生 産高 をみ る と，明治 11〜16 年

（⊥878〜83）に は黒江 は全国
一

の 生産高を誇 り，大正

13 年 （1924）
’ u
，昭和 32年 （1957） に は 5 大漆器産

地に数えられた
［’／
，

　こ の よ うに，黒江 は 400 年以上 に 亘 り，町 とい う地

域社会が 一つ の 産業に従事する とい う特殊性の もとで

漆器 の 町 として形成され て お り，黒江 の 町家は漆器業

と深 く関 わ っ て きた と考 えられ る．

　黒江 の 町家 と漆器業 と の 関連 に つ い て は ，既往研

究
61，

の
一

部で取 り上 げて い るが十分に論考 がなされた

とは 言 い 難 い ，そ こ で 本稿 は，伝統的な製造 方法が行

わ れ た江戸 時代後期 から昭和前期 まで の 漆器製造 に 関

わる家屋 を対象に、漆器業と町家 の 関係，さらに 漆器

業の 近代化 と家屋 の変容につ い て ，文献資料 と調査資

料 の 双方 か ら検討 を加 え，新た な知見を得る こ とを目

的 と して い る，

　2．近世 の 絵画資料 か らみ た製造工 程 と家屋 との 関係

　最初 に，江戸時代後期 に おける黒江塗 の 製造 工 程 と

家屋 の 関係をみ て お きた い ．当時 の 黒江塗 の 製椀業は ，

下地塗 り，上塗 りを行 う塗師屋 が 中心 で ，こ れ とは 別

に 木地屋 の 組織があ っ た
7 ｝

，その 様子を図像的に知る

図 2．「黒江椀器挽」

『紀 伊国 名 所 図 会 』 所 収．

率u
大 正 10年 （192ユ） 以 降 は ，「黒江塗」か ら 「紀州漆

　 器 」 に名称 が 変 更 す る ．

こ とが で きる資料と して ，文化 9年 （1812）に 発行さ

れ た 『紀伊国名所図会』第 2 編 の 挿絵 「黒江椀器挽」

（図 2） を紹 介した い ．同書 には ，第 3編 に 「氷豆腐

製造」，後編 に 「駿河屋店」 （饅頭製造），「庄村御霊神

社　肉桂栽培」「石垣荘中肉桂製薬」（薬製造），「男山

陶器場の 図」などの製造過程を描写 した挿絵が ある．

絵画 と い う限界 は あ る もの の ，い ずれ も製造手順 を示

し，製造場所をも具体的に描写 して い る．

　「黒江椀器挽」に は，街区 の
．．一

角に 木地，下地塗 り，

上塗 りと分業化された作業風景が描かれ，黒江塗 の 製

造工程と職人の 居住形態との 関係，町に おける分業体

制を 1枚の絵の 中 に 凝縮 して表現 して い る．素地 で あ

る椀木地 は，産地で 製材 して 荒型を作 り，黒江 に移送

して仕上げる方法が とられて い たが，図 をみると，椀

素地 を籠に入 れ て 密集 した 町中を木地屋 と思 わ れ る家

に向か っ て 運 ぶ 人 が い る．黒江 で は ，木地 の 外側 を削

る ，小尻 を削る，内側 を削る 過程を経 て ，木地が椀 と

して 完成 され る が，道 を挟 ん で 2 軒 の 木地屋 が 描か れ，

木地師 は 塵埃処理 に 都合 が 良 く，工 作 に 便利な 1 階 で

作業 して い る．そ の うちの 1軒 は ， 銑 な ど を使 っ て木

地 の 外側を削 り，鉋 をかけ て い る，もう 1軒 は 手回 し

の 轆轤 に よ る 二 人挽 きが行わ れ，内側を削 っ て い る，

　隣家 の 塗師屋 で は 1階 で ド地塗 り
＊ 3

を し， 庇 で 乾燥

させ て い る
’ d．さらに，道を挟 ん だ手前の 家 の 2 階 で

は 塗師 が 上 塗 りを し，棚 で 椀を 乾燥 させ て い る．棚 は

’3
当時の ド地 は．漆 で は な く柿渋 に 炭粉 を混ぜ た もの

　 を塗 る渋 ド地 で，漆 下 地 の 本堅地 に 比 べ て 工 程が 簡

　 単 で ．多 くの 漆 器 を作 る の に 適 して い た ，
串 4

明治 34年 （1901）生 ま れの 塗師村岡峰楠氏の 話 に よ

　 る と，大正 初期 に お い て も渋下 地 は 竹で 作 っ た 網 の

　 上 に 載せ て 屋外 で 日干 しを して い た とい う．
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「風 呂」と呼ばれ，椀用 の 風呂は 小型 で 中に 何段 もの

桟があり，そ れ が綿密に描かれて い る．各家に 分か れ

た 分業体制を示す か の 様 に，道行 く人々 の 中 に は塗師

屋 か ら出来上が っ た漆器を運ぶ 人 もい る．

　以 上 の知見を整理 す る と，渋地椀の製造は 1軒の 家

の 中で作業工程が分化す る の で はな く，各家単位 で 木

地 と塗 りに分か れ，木地師の 段階で は 1階 の 表の 間を

仕事場 に使い
， 塗師で は下地 は 1階 の 表の 問，上塗り

は 2 階で 作業が 行 わ れ て い る．製造場が 町家の 主 屋 で

あ る こ とと，江戸 時代後期 に，す で に 2 階屋が発達 し，

塗問が 2 階 に あ る こ と に注目 した い ，

　黒江 で は，江 戸 時代末期 に独立 した絵屋 と，漆 の 精

製業者が 出現した こ とが先行研究
h ．

で明らか に され て

い るが ，これ は 『紀伊国名所図会』の 発行 〔文化 9 年）

以 後 の 変化で あ る．

　3．漆器関係家屋 に お け る居住形態の特性 と変容

　つ ぎに．職種別 に家屋形式 と住まい 方の特性をみ て

い きた い ．昭和 5  年 （1975）と 58年 （1983），平成

9年 （1997＞に家屋調査と，聞 き取 り調査に よ る住ま

い 方調査 を行っ た ，そ の 結果，当時 とそ れ 以前 に 遡 る

資料が得ら れ た．ただ し，木地屋は昭和 40 年代以降

に激減 し，現存す る家屋 で確認 が困難 で あ っ た た め，

こ こ で は 塗師屋 と絵屋 ，漆屋 を取 り上 げ る ．

　〔1） 塗師屋の 家屋 と作業場

　漆器産地 で も輪島や 会津，木曾平沢で は ，塗師蔵を

用 い て糅漆作業が行われだ
．
．漆液の乾燥に は，室温

25 丶30度，湿度は 80％ 前後が 適当と され る が，蔵 は

外気 の 寒暖が伝 わ りに くく，適温，適湿が保ちやすい

造 りである．輪島の 塗師屋 は製造 と販売を兼営し，塗

師職 人 を雇用 した 塗師問屋で あ り，輪島の 町家 の な か

で も大店で ある．図 3 は 塗師屋の
．一

例 で ，その 敷地規

模 は ，間「18 間，奥行 き2ユ問 である が，塗師屋 で も

中等位 の 部類 で あ る
L’／，屋敷は表通 りに生活 の た め の

主屋，敷地 の 奥 に 塗師蔵が配置 され る 空間構成 で あ る．

主屋 の 内部 は 通 り土間 に 沿 っ て 居室 が 配 され，下地場

と塗師蔵へ 繋が る
］1
．裸漆作業に蔵を用 い る方法や住

まい と蔵の 位置関係 は，会津や平沢 で も同様で あ る，

　 ・
方，黒江 の 塗師屋 の 作業場 （塗間） は，江戸時代

末期 か ら昭 和初期 の 家屋 に 至 る まで ，主屋 の 2 階 に あ

り，楳漆作業は 2 階で 行 わ れ，生産空間と生活空間が

E下階 に 分離する住 まい 方 に特徴があ る．

　 菱山幸
一
三家 （図 4） は，江戸時代 末期 と推定 され る

建物 で ，2 階の 塗問へ の 階段 は 前土間に 付 け ら れ，居

室を介さず に 直接土間か ら昇降し，材料や製品 を搬出

入す る．製造 で は，製作技法が 外部 に 漏 れ る こ と を極

力避 ける よ うに 配慮されたが ， 2 階は独立性 が高く，

階下 より温度，湿度を適度 に保 ちやす い ．天井や窓を

紙などで 目張り し，密閉して 気密性を高め る が ，こ れ

は埃 を防 ぐ工 夫 も兼ねた仕様で あ る．塗師 は 塗間の 中

央に 座 り楳漆作業を行 い ，ヒ塗りした 製品 は塗問の 隅

に置か れ た 風呂で 乾燥 させ る ，風呂 は 欠 くこ と の で き

な い 装 置 で，前面 に 引 き違 い の 板 戸 が 入 り，高 さ 1 問，

幅 1間半，奥行 3〜4尺程の大きな木箱の 戸棚である．

椀用，板物用 と用途 に よ り規模 や 棚 の 高 さが異な る．

　糸 lli益夫家
’ i’

は，明治 41年 〔1908）に塗 師屋 と し

て 普請され，主 に 会席膳 を製造 して い た の で ，出来上

が っ た製晶を積み 上げ る必要性から 1 階天井高は 9 尺
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一『
：靄 爵こ ナ ー一

憩　　　　　　　　 N

　 1 繭平 面 図 　　　　　　　　　　 2 階平面 図

　　 図 4，菱 山幸 三 家住宅平面図

　

　 　

　＄

 
　 1爾平 面図 　　　　　　　　　 2 爾 平面図

図 5．中村政雄家住宅平面 図

と 高 く造 ら れ て い る ．塗間 の あ る 2 階 だ けで は な く，

階下 の 前土間や居室 も製品 の 保管場 や 荷造 り場 として

用 い られ，職住
一

体 の 生活が展 開され て い た こ とを物

語 っ て い る ，

　昭和 9 年 （1934）に塗師屋 として 普請 され た 中村政

雄 家 （図 5） は，2 階が 4 室 に 分化 し，独立 し た塗間

と専用 の 風呂が 各室ご と に備え付け ら れ，製造 に 関 わ

る町家として は，整備された平面構成 とな っ て い る．

　塗師屋 の 平均的な家屋 規模は 間 口 4 間半〜5 間 半，

奥行 き 3 間〜4 間半で ある ．1階の基本の 平面構成は

江戸時代末期か ら昭和時代前期に至る まで大 きな変化

はな く，近畿の民家の典型 で ある，通 り土 間形式 に 2

〆
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図 6．木下達之家所有貸家平面図

’ 5
調 査 時 に は建 具職 に 転 職 し，蔵 は 撤去 さ れ て 仕事場

　 となり，塗 間 も居室 に変化 して い た．

列 4 室構成 の床上部分か らなる，奥土間は炊事場で ，

床上部分 は ，戸 凵 に 近 い 下手土 間沿い の ミセ の 間が 接

客，応対の場で あ り，ダイ ドコ ロ は ，中村政雄家では

室名もチ ャ ノ マ に な っ て い る よ うに茶 の 間 で ある．上

手 の ミ セ オ ク と ナ ン ドは寝室 な どの 家族 の 居室 で ，ナ

ン ドは 昭和初期 には 座敷化す る傾向があ り，オ ク や ザ

シ キ の名称 もみ ら れ る よ うに な る．また，角屋座敷が

付帯する と
， ナ カ ノ マ や ダ イ ドコ ロ オ ク に名称が変化

して い る．

　賃仕事による職 人は，長屋建 て の借家に住んで い た，

木 下 達之家 の 貸家 （図 6）は大正時代中期の 長屋 で ，

土 間の片側に 6 畳，4 畳 の 2 室が 1列に並ぶ小規模な

もの で ある，階段 は 土 間 に 設置さ れ ，2 階は 8 畳 ，4

畳半の 2 室構成 で あ る ．塗師職人が 居住して い た が ，

戸建て の塗師屋 と同様に 2 階 を塗間 とし，狭小な生活

空間 で あ る が職住が分離 して い た．

　な お ，大正 10年 頃 に 塗師屋 か ら下地屋が分化 ・独

立す る．下 地屋 は塗師屋 の 下請け的 な存在で あ っ た
’　fi．

下 地職人 の 生活を記 し た 「塗師 の た わ ご と』
L2〕

を参考

にする と，そ の 住宅 は 平屋建 て の 長屋 で ， 間取 り形式

は通 り土間 に 6 畳 と 4 畳半の 2 室が 1列 に 並 ぶ 構成 で

ある ，下地師が 定盤 と呼ばれ る作業台 を部屋 に 置 き，

家族 も加わ り仕事をす る様子 が記述 され て い る こ とか

ら，独立 した仕事場を持たずに 生活と未分化の ままで

営まれ て い た こ と が わ か る ．

　（2） 絵屋 の 家屋 と作業場

　漆器 の 表面 に 加飾 を施す意匠は，江戸時代後期 の 天

保年 間 （1830〜44） に 蒔絵技術 が 導入 さ れ，江 戸 時代

末期 に独 立 した絵屋が出現する
1；1

が，絵屋が増加する

の は 明治 時代以 降で ある．明治 12年 （ユ879）に は沈

’ G
下 地 は wa　T．の 自宅 で 賃仕事の 形 で行わ れ る よ う に な

　 り，そ の 後 ，独 立 した 請 負 加 工 制 とな り下 地 屋 が 誕

　 生 す る が ，塗師屋の 下 請け的な存在 で あ っ た．
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図 7．蒔絵師花崎芳兵衛家作業場

『和歌山県下諸商独案内』所収，

金意匠法を導入す る など技術開発が行われ，さ ら に 輸

出漆器とも関連 して 意匠の需要が 増大する．

　明治時代の絵付け作業と家屋 との 関わりは，明治時

代中期 の 豪商案内記，『和歌山県 ド諸商独案内』
’i

から

知 る こ とが で きる，同書は ，県 ドの 豪商を主 に 建物の

外観 と と もに 紹介 した 冊子で ，蒔絵 師の 花崎芳兵衛家

で は室内 の 様子が描写 され て い る （図 7）．1D名程度

の 徒弟を含む職入が床に座 っ て絵付け作業や研ぎ出 し

を して お り，部屋 の 奥 の 建具が開放 され て い る ．中に

盆や 膳，折St’ T
な どが 棚 に 並ん で い る．こ の こ とか ら，

作業場 に は 乾燥戸棚 の 風呂が 置 か れ て い る こ と がわ か

る．

　同図で は作業場 と家屋 の 関係が不明で あ る が，大正

8 隼 （1919＞ に 絵屋 と して 建 て ら れ た 蒔絵 師小 川 清
一

家 （図 8）と，昭和 10年 （1935）新築の沈金師柴本

重
一
家 （図 9） をみ る と，主屋 の 2 階 に作業場 が あ り，

蒔絵 師宅 で は風 呂 が 設 け られ て い る．一
般 に絵屋 の 作

業場は塗師屋と同様に 2階に設けられて い た こ とがわ

か る．主屋 の 2 階 は独立性 が保た れ，採光面 か ら も精

密 な作業 に 適 して い た と考え ら れ る．ユ階 の 間 取 りは，

通 り土間に 2列 4 室構成 を基本と した もの で ，ミ セ の

問 や 土間 は 製品 の 保管場所 と して も用 い られ た．絵屋

の 基本的な住まい 方は塗師屋 と同 じで あ る ，

　〔3） 漆屋 の 屋敷構成 と家屋形態

　黒江 は ，吉野 か ら漆 を入荷 した が ，文化元年 （1804）

頃に漆の 精製が始め ら 才tii，江戸時代末期に漆屋が出

現 し，明治時代 以 降 に 漆 の 精製業 と して 確 立 した ．

　江戸時代 に おけ る漆 の 精製 は ，個 々 の 塗師屋が自家

の 蔵 で 行 っ て い た．先 に紹介した幕末 の 菱山幸三家 は

昭和 40 年 （工965） まで 敷地 の 後方 に 漆 を 精製す る 蔵

i

　
一
　 　 遊路

．−

　 　 1階 平 面 図

　　　 図 8．小 1

’T

底板を折 り回 した薄板の 枠で 縁 取 っ た 盆，

　　H

　 　 　 　 　 　 2 階平 面図

清
一

家住宅平面図

儚
　

丶
道 路 ＼

1屠平面図

　 図 9、

2旧平 面図

柴本 重 一
家住宅平面図

が あ り，明治末期 の 糸 H［益夫家 も敷地の 奥 に 蔵を設け

て そ の 中で 漆 を精製 して い た ．しか し，昭和 9 年 に 新

築され た 中村政雄家に は蔵がな く，漆屋が確立 される

につ れ て 塗師屋 で の 精製作業が な くな っ た こ とが わ か

る．

　
一

方，漆屋の屋敷構成 と家屋形態に つ い て は，明治

以 降 の 建 物 が 現存して い る．中村泰三 家 （図 IO） は，

最 も占い 漆 屋 の 建物 で ，明治 24 年 （1891） に黒江 の

中心 に 位置す る堀川沿い で 創業して い る，同家の 敷地

は，間 口 5 間半，奥行 き 14問あ り，表通 りの 問 L］一

杯 に 主屋を設け，裏通 りに 面 して 漆を精製す る蔵を配

置 して い る ，漆 は，生 漆 を練捏す る 「なや し」作業，

生漆 の 含有水分量を加熱蒸発 に よっ て 除去す る 「くろ

め」作業，そ して湯燗 した漆液を濾過する過程 を経て

精製 され る ，漆 の 精製 に 蔵 が 用 い ら れ た の は ，加熱作

業 を伴 うこ とと，温度 ・湿度が比較的
．一
定 して い るた

め に漆 の 腐敗や 変質 を防 ぎや す く，材料 や 製品の 貯蔵

に 適 して い た た め と考え ら れ る ，同家 の 十1屋 の 床 ヒ部

分 は 創業時 の 状態が保たれ て い るが，奥土間 は 改造 に

よ っ て 床上化され て い る ，当初は 通 り上間 で ，奥の 蔵
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図 10．中村泰三 家住宅平面図

まで 通 じ ， 土 間か ら製品 を搬出 して い た，

　中村隆俊
・哲三家 （図 ll）と佐藤正憲家 （図 12）

は ，大正時代創 業 の 漆屋 で あ る が ，い ずれ も他職の家

屋 を 転用 した もの で あ る，佐藤正 憲家は大正 初期 に 質

屋 で あ っ た屋敷 を購入 し，中村隆俊 ・哲三 家は大正 8

年 に 折敷屋
’ H

の 屋敷 を譲 り受 けて 漆 屋 を営ん だ．い ず

れ も既存 の 蔵を転用 して 漆 の 精製空 間に充て て い る ，

とりわけ中村隆俊 ・哲三家は 2 屋敷が 中で繋が り，作

業工 程に 応 じて 4 棟の 蔵が 使用 さ れ た．

　こ れ ら の 事例 か ら， 漆屋 で は，敷地 の 奥に蔵を建 て ，

漆の 精製や貯蔵 を行 っ て い た．

　4．漆器業の近代化 と漆器 関係家屋の変容

　〔D　各職種の 近代化 と家屋 の 変容

　漆器業 の 近代化 は 職人の 手作業 か ら機械化，工 場生

産 へ と製造方法 が 変化 し，さらに，材料が木製木地 ・

本漆か ら プ ラ ス チ ッ ク素地
・化学塗料へ と移行 して い

く形 で 展 開され る．こ こ で は
， 各職種別 に 漆器業の 近

代化による家屋 の 変化をみ て い きたい ．

　漆屋 で は漆 の 撹拌も手作業で行われ て い たが，機械

州
折敷屋 の 工 房で は ，明 治時代 以 降 に な り木地 か ら塗

　 りまで の
一

貫作業が行 わ れ る．

　 　 　 　 　
’、．

電熔 ＿
〜．、一丶．．−　　　　　　　　 NL 　　　　　、．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼ ＿
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

k．−i．＿」

図 ll．中村隆俊 ・哲三家住宅平面図

を導入す る よ うに な り，蔵 で の 生産 か ら工 場化 され て

い っ た ．先 に 紹介 した佐藤正憲家は ， 大正 13年 に 隣

家の 屋敷地を譲 り受け て ，黒江 で は 珍 しい 煉瓦造 の 漆

精製 丁 場 を 主 屋横 に 設け，作業場 を移す．土 間 に あ っ

た炊事場 を撤去 して事務室に改造 し，2階 も従業 員 の

居室に整備 して い る．一
方，角屋座敷 を取 り，敷地奥

に 家族 の 居住棟 を増築 し，職住分離が図られて い る ．

また中村泰三家ば蔵が手狭に なる が ，近接地に作業場

を拡大 で きない ため，昭和 10年代に 国道沿い の 船尾

地区に工場 と倉庫を建設し，黒江の家屋 は仕舞屋 に なっ

た．

　 こ の ように 大正時代末期か ら昭和時代前期に か けて ，

漆屋 は 工 場化され新たな時代に対応 して い くが ，戦後

は化学塗料の 出現に よっ て，廃業や 漆器問屋 などに転

職する家が相次 い だ，

　塗師屋 に お い て も昭和 30年代に は，プ ラ ス チ ッ ク

素地 に化学塗料の吹き付け塗装方法が 主流 となり，伝

統的な塗間を増改築 して対応して い っ た ．排気上 ，窓

を多数開けて ダ ク トを設 置 し，塗料 の 飛散 を避けるた

め に室内には トタ ン を張 り巡 らす などの 工夫が された，
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また，大量 に製品を扱 うの で，2階を大規模 に改造 し

て ⊥室 に，ある い は ，木 山重治家 咽 131 の よ うに

敷 地 奥 の 蔵 を仕事場 に改変 し，ド屋 と連結 して 広 い 作

業場を確保する ようになっ た，製品の 上 げ
．
ドう しに は

リ フ トを 用 い る な ど 設備 廁 で も改善 が 加 え ら れ て い る ．

　 こ の ような増改築を重ね て も，町家で は狭小であ っ

た．さ ら に，作業場 の 防火，塗料飛沫に よる 公害問題

も発生 し，道路 の 狭隘も含め て 対応 で きな くな り，ISl

辺 の 船 尾 や 口方 地 域 に仕事場 を移 し，工 場 生 産へ と転

換 して い っ た ，

　絵屋 は シ ル ク ス ク リー
ン の 技術が 導入 され ，職人の

手 か ら 機械 に よ る 写植 に な り，昭和 40 年代 に は 大 き

な変革期を迎 えた．転職，廃業す る家が相次 ぐなか，

柴本重
一一

家 は 昭和 51 年 （1976） に 沈 金 か ら シ ル ク ス

ク リーン に転換 した ，2 階 で は 量産化に よ る製品の E

げ ドげが困難なため に，階 卜
’
の ミセ と ミセ オクを シ ル

ク ス ク リーン の た め の 仕事場 に 改造 して い る ．そ の た

め に ，生産空間 を主屋 の 2 階 に 設け る 伝統的な絵屋 の

住 まい 方が変化 して い っ た ，

　組 含員数 の 地 域 的 な 変動 を 捉 え る と，す で に 昭 和

32年 に は 黒江 か ら船尾 地区 に製造 の 拠点が移行 して

い る．昭和 45 年 （1970） に は ，郊外 の 岡 田 地 区 に 紀

州漆器団地が形成 され，近代的な生 産方法 に即応 した

製造所と町 が 築か れ，製造業者が まとまっ て 移転し て

い っ た （表 1＞．
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図 13．木山重治家住宅平 面図

　 〔21 漆器関係家屋 に お ける 生活空間の 変容 と拡 大

　職住
・
体の生活が展開され て きた伝統的な漆器関係

の 町家は，他職 に 転用 され る もの もある が ，大半は仕

舞屋 に な っ た ．漆器生 産 に 用 い られ た 空間 は．昭和

30年代か ら 40年代に は生活空間に転 じて い く，生産

の 場 で あ っ た 主 屋 の 2 階 と 蔵 は，物置，子 供剖握 ，そ

の 他の家族の居室に改造された．蔵は当初，生活財の

収納場 と して 用 い られたが，老朽化 と共 に撤去 され ，

居住空間 や作業所．駐車場に変容し，屋敷構成 も解体

して い っ た．

　他方，住宅 の 近代化 は 黒江 の 町 家 に も及 び，生活様

式の 洋風化が進むなか で ．1階の ミセ や ミセ オ ク は応

接 間 に 改 造 され ，奥上 間 の 炊 事場 は 床 ヒ化 さ れ，多く

が ダイニ ン グキ ッ チ ン とな っ て い る．しか し，通 り i：

間 は 比較的温存さ れ，中村 隆俊
・
哲 三 家 の よ う に

．
ド手

に 通 り土 間を残し なが ら床 ヒ化さ れ る 形態や，菱山幸

三家の ように別棟で 十間の 外部に角屋形式で張 り出す

形態 が み られ る．さ ら に ，同家 で は，炊 事場 の 改 造 と

共 に 主屋外 に あ っ た 浴室や便所 は 内部 に 取 り込 まれ て

い る．

　 5．お わ りに

　 日本 の 伝統産業の ひ とつ で あ る 漆器 の 生産地 と して ，

輪島，会津，黒江 な ど が知 ら れ て い るが ，産地 に よ っ

て 糅漆作業の場が異な っ て い る ，輪島や 会津の 塗師屋

は蔵を用い た の に 対 して，黒江 の 塗師屋 は
’
セ屋 の 2階
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表 L 紀州漆 器地 区 ・職種別組合員 it＊ 1

地 区 黒 江 船 尾 日方 岡田 その 他
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”
昭 和 32年 一48 年 の 統計は 『海南漆器史亅 よ り、61 年は 『紀州漆器の あ ゆ み」よ ；J引用作 成 ．

で 糅漆作業を行い ，蔵は漆の 精製の み に使われ て きた．

また塗師屋 だけ で な く，絵屋 も主屋 の 2階 を主な作業

場 とし，生産空間と生活空間が上下階に分化 した住ま

い 方が 行 わ れ て きた ．

　 こ の よ うな漆器の 製造形態が とられた背景に は，江

戸 時代 か ら都市的様相を呈 し，限られた町場 で 空間の

高密度利用 を必要 と し た 宅地状況 が 根底に あ っ た と考

えら れ る ．2 階屋 にする こ と に より，
一

般の 町家 の 主

屋 で ありな が ら製造場の 独立性を確保す る こ とが で き

た．独 立 性 が確保で き，気候条件が 製造 に適合す る な

らば，主屋 の 2階 は採光面からも精密な作業に適 し，

合理的な製造場 であ っ た ，

　昭和 初期 は 紀 州漆器 の 最 盛 期 と さ れ る が ，『郷土

誌』
16〕

の 職業別戸数 に よ る と，昭和 4 年 （1929）に は

塗師屋 529戸 ， ド地屋 100戸，蒔絵屋 125 戸 を数え，

全戸数 1，802戸か ら考える と，多くの 製造 業者 が い た

こ とが わ か る．

　他 方，漆を精製す る 漆 屋 は 同年 に は 20 戸 と数 も少

な い ．漆屋 は 塗師屋，絵屋 と職住 の 共存 の 仕方 が 異 な っ

て い る．敷地は奥行 きが深 く，漆の精製 に用 い られ る

後方 の 蔵 と前面 の 主屋 が 独立 し なが らも平面的 に 連係

して ，漆屋が 営まれ て い た．

　 漆器業の 近代化は，手工芸的な製造 か ら機械 に よる

大量生 産 に 変 わ る な か で 進 ん で い くが ，近代化 が 家屋

に現れる時期 は
， 職種に よ り異なる．大正時代末期か

ら昭和時代前期 に は，工 場 生 産性 の 強 い 漆製造業の分

野が伝統的 な町家 の 蔵 か ら工 場化さ れ ，職住分化が始

まる．塗 師屋 や 絵屋 は，昭和 30年 以 降，塗間 の 増 改

築や階下 へ の 作業場 の 移設などの 工 夫を重ね て い くが，

対処 で きな くな り， 伝統的 な 町家 か ら仕事場 が 分離 し

て い く．

　近代以降は産地 の 地域指定がな くな り，黒江周辺地

区 に漆器関係家屋が拡散 して い くが，昭和 45 年の 紀

州漆器団地の建設に よ り，近代漆器産業 に 適 した建物

や コ ミ ュ ニ テ ィ が 郊外 に 築か れ る こ ととな り．職住
一

体 の 町家 の 住 まい 方 も姿 を消 して い く．仕舞屋 とな っ

た家屋 で は，住居 と して の 機能 に適合させ る よ うに ，

生活空間 の 拡充，住 生 活 の 向上 が 図 られ て い く．
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